
ウチワえびの水揚げが始まっています。
ウチワえびはその名のとおり、団扇（ウチワ）に似ている
ことから名前がつけられたようですが、
海外ではスリッパロブスターとも呼ばれています。
イセエビ科に属しており、身離れがよく、甘くやわらかい、
とても食べやすいえびです。

塩ゆでや丸焼きを縦２つに切ったり、
味噌汁に入れたりと火を通してもよいですが、
生で刺身にして食べても美味です。

第８号
平成19年11月発行
バーチャル五島市発

＜１０月末現在＞
●五島市心のふるさと市民数

３，３０８人
●五島市民数

４４，７１２人

「島食」を楽しむ
３島対決宣言が打ち出されました！
来年１月から長崎県内の３つの島が食の対決をします。
「島を食す」（右写真）のパンフレットをキャンペーン参加店舗に
お持ちになり、料理を食べていただいた人数を競います。

五島「あら鍋」
…五島灘でとれた幻の魚を豪快に味わう

壱岐「サザエ・あわび」
…二つの海流で育った壱岐自慢が旅情をかきたてる

対馬「石焼き料理」…対馬ならではの贅沢さは漁師ゆずり
五島の参加店舗は、カンパーナホテル、五島コンカナ王国、豆谷旅館、
その他上五島の店舗です。
さらに福岡県在住の方限定の特典も用意されています。
パンフレットは、福江港（五島市観光協会）または五島福江空港に設置します。
【お問い合わせ】五島市観光協会 TEL 0959-72-2963

○第１４回五島椿まつりが

平成２０年
２月２日（土）～

３月２日（日）開催されます。
つばき祭バスツアー、グルメ市、春の茶会
磯釣り大会・つばきマラソンなど約１月間
イベントが続きます。
ふるさと市民の方だけに
九州商船の旅費割引特典（上記期間中）
もあります。

○住みたいくらい大好きな島です。それも三井楽の静かな自然が多く美しい場所が好きです。
７年も同じ宿にお世話になっています。もっと早く登録したかったな。

○はじめて五島を訪れて、豊かな自然や食文化に驚きと感動しました。
現在の五島の姿をいつまでも守ってほしいと思います。お手伝いができれば幸いです。

○趣味で写真を撮っているので、いい風景や被写体になるところを探している。

○若い人が仕事がなく、都会へ出てしまう。老人ばかりと聞きます。

○五島が好きです。発展していただきたい。子どもの成長とともに帰省する機会も減ってしまった。
夫婦ともに五島出身なので子どもにも五島のことをいろいろ教えたいと思っています。

○私は中国からの留学生、もっと日本に関することを知りたくぜひいろいろ
教えてください。

○私は五島出身です。帰るたびに自然が豊な五島の良さを再認識するとともに、
一方で子どもの元気な姿が見られなくなった、商店街に活気がないなど寂しさを
感じ、そこで暮らしている方々の苦悩を少なからず感じています。
これらの問題は島の方々だけで打開していくにはハードルが高いように思われ、
問題を共有し微力ながら応援したいと考えております。
ぜひ、自然を大事にし、そこに暮らす人たちが活気に満ち溢れている私が育った
頃の理想の五島になるよう希望します。

ふるさと市民の声 ～登録申請書から抜粋させていただきました～

蕎麦の花

○１２月３１日は
’０７最後の夕陽鑑賞会
（玉之浦町大瀬崎）で
今年最後に沈む
太陽を見ることができます。

大浜漁港にて



五島市の統一
ロゴマークです。
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まちづくり研究会 ～にぎわいとやすらぎのある「まち」にしましょう！！～

五島市では、まちづくりを専門家や行政だけが考えるのではなく、そこで暮らす住民が積極的に考え、意見を反映させる
取り組みを始めています。長崎県の事業のモデル地区として「福江商店街及びその周辺地区」が選定され、
平成１９年８月２０日に「まちづくり研究会」を発足しました。
「まちづくり研究会」は、商店街の方、主婦の方、役所の職員などがメンバーとして参加しています。また、もっと幅広い立場、
年齢の方の意見を聞かせていただくために年間８回のワークショップを行います。ワークショップでは、回ごとにテーマを
持って進め、最終的には「まちづくり協働プラン」を作成します。
まちの将来の姿やその実現のための取り組みなどを住民の皆さんの意見を広く取り入れながら進めていきます。

◆テーマ 「町の歴史を知ろう！～住民大年表づくり」
「iｆ～もしも～こんなまちになったらどうする！？」
「探検！発見！まち歩き」
「住みたいまちってどんなまち？～１０年後のまちを考える～」 などなど

◆参加者 老若男女どなたでも可。途中の回からの参加も大歓迎。
小学生や島外からの学生の参加もありました。
次回は、第５回ワークショップ

１１月１１日（日）１４時～１６時３０分
市役所３階会議室です。

事前に事務局へご連絡ください。
◆開催場所 五島市役所 本庁 ３階会議室
◆参加申し込み・お問い合わせ

福江商店街及びその周辺地区まちづくり研究会事務局
五島市役所 商工観光課商工係 内
TEL：0959-72-7862 FAX：0959-74-1994

五島市の取り組み ７

五島市は九州の西の端、五島列島にあります

がんばっています！
岐宿町にある川原（かわら）小学校では地域の方々に開かれた「川原っ子まつり」が毎年行われています。
そのなかで、40年ぶりに「石つき」を復活させました。
石つきは、昭和３０年代半ばまで家屋新築で行っていた基礎石の据え付け作業で、重い柱を綱で引き上げて基礎石を地面
に打ち込みます。
高さ３ｍの本格的な石つき道具と、 祝い歌「川原石つき歌」を年配者らの協力の下に復活させました。住民や子どもたち

は力いっぱい綱を引いたり戻したりして再現。昔はみんなで作業し盛り上がったそうです。
年配者には懐かしく、子どもたちには新鮮な地域文化を体感できる催しでした。また、他の地域からも要望があれば披露して
いただけるそうです。
伝統文化の継承を地域でがんばっています。

年始のあいさつを募集します。
新年号のこの紙面において、「ふるさと市民からの新年あいさつ」コーナーを設けます。
皆様からのメッセージをお送りください。
なお、応募多数の場合は、新年号以降に掲載されるかもしれませんので、ご了承ください。
◆記載内容 メッセージ、カード番号、お名前を記入してください。

紙面上で匿名を希望される方はその旨記載してください。

◆送付期限 平成１９年１２月１０日月曜日 必着
◆送付方法 郵送、ファックス、e-メール

＜あて先＞ 〒８５３－８５０１ 長崎県五島市福江町１番１号
五島市豊かな島づくり市長公室 宛

ファックス ０９５９－７４－１９９４（市役所代表）
E-mail furusato@city.goto.nagasaki.jp

江上教会（奈留町）
世界遺産暫定リスト（文化庁）に
「ながさきの教会群と

キリスト教関連遺産」
が選定されています。
その教会群の中に五島市から
３つの教会が選ばれています。

mailto:furusato@city.goto.nagasaki.jp

